
「
岡
目
一
目
」

　

飛
騨
出
身
の
米
澤
穂
信
さ
ん

が
、つ
い
に
直
木
賞
を
獲
っ
た
。

つ
い
に
と
い
う
の
は
、
毎
年
待

た
さ
れ
た
か
ら
だ
。
江
馬
修
、

瀧
井
孝
作
、
早
舟
ち
よ
、
江
夏

美
好
等
の
流
れ
に
索
る
全
国
区

の
作
家
に
な
っ
た
。

　

謎
を
解
く
ミ
ス
テ
リ
ー
が
主

軸
。
一
つ
本
が
当
た
る
と
、
ア

ニ
メ
、
Ｔ
Ｖ
、
映
画
、
劇
場
と

メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
で
広
が
る

今
の
世
の
中
。『
黒
牢
城
』
も

広
が
っ
て
欲
し
い
。

　
『
氷
菓
』
は
飛
騨
の
名
を
広

め
、
ど
れ
だ
け
経
済
効
果
が
あ

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
若
い
人
々

に
は
ア
ニ
メ
が
好
か
れ
る
。

　

飛
騨
の
謎
と
言
え
ば
両
面
宿

儺
が
大
き
い
。
諸
説
あ
る
が
、

坂
口
安
吾
の
飛
騨
王
朝
説
な
ど

楽
し
い
。
奇
想
天
外
の
発
想
で

は
、
米
澤
さ
ん
も
負
け
な
い
。

　

ど
こ
か
に
、
米
澤
さ
ん
に
宿

儺
を
書
い
て
も
ら
う
よ
う
に
仕

掛
け
る
、
黒
田
官
兵
衛
の
よ
う

な
軍
師
は
い
な
い
も
の
か
。

　

米
澤
さ
ん
は
、
書
く
前
に
高

山
市
図
書
館
「
煥
章
館
」
な
ど

で
膨
大
な
量
の
読
書
を
重
ね

た
。
今
、
煥
章
館
の
学
習
室
で

は
、
毎
日
沢
山
の
受
験
生
ら
が

勉
強
し
て
い
る
。

　

あ
の
中
か
ら
、
次
の
米
澤
さ

ん
が
出
る
か
も
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

高山市文化協会 会員募集
 高山市文化協会は、昭和２４年に設立しました。
 芸術・学術の普及と向に関する事業を実施し、
会員の皆様と地域文化の発展に寄与していきたい
と考えています。当協会にぜひ入会していただき、こ
れからの高山の文化を応援してください。

◆入会資格　どなたでもご入会いただけます。
◆年会費　個人4,000円、団体7,000円、
　　　　 賛助（企業） 12,000円
◆特典①　毎月発行する広報「高山の文化」及び各種
　　　　 案内を郵送します。
◆特典②　高山メセナメイトと同様の会員資格（チケット
　　　　 優待、他）が得られます。なお、個人会員は２名
　　　　　分、団体会員は４名分、賛助会員は５名分。
◆特典③　広報やHits FMを使い、団体の紹介や発表会
　　　　 の告知を行う事が出来ます（要申込）。また、
　　　　 団体として6月開催の高山文化フォーラムに参
　　　　 加できます。
◆特典④　会員対象の研修旅行や講演会を開催します。

一
般
社
団
法
人
　
高
山
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
小
林
　
浩

　

会
員
の
皆
様
を
初
め
市
民
の
皆

様
に
は
、
日
頃
の
高
山
市
文
化
協

会
の
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
依
然
と
し
て
猛
威
を
振

る
い
、
昨
年
度
も
高
山
市
民
文
化

会
館
を
始
め
と
す
る
、
高
山
市
か

ら
の
受
託
管
理
施
設
の
休
館
、
或

い
は
利
用
時
間
の
短
縮
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
さ
ら
に
当
協
会
が
例
年

開
催
す
る
「
高
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
や
「
会
員
研
修
旅
行
」
等
の

中
止
、
ま
た
高
山
市
と
当
協
会
主

催
の
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業
を
延
期

又
は
規
模
を
縮
小
す
る
等
、
皆
様

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

こ
と
と
な
り
、
誠
に
遺
憾
に
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
地
元
の
文

化
芸
術
活
動
を
後
退
さ
せ
る
ば
か

り
か
、
当
協
会
の
経
営
に
も
相
当

の
厳
し
さ
を
強
い
ら
れ
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
現
状
か
ら
、
何
を

す
べ
き
か
熟
慮
を
重
ね
た
結
果

が
、
市
民
参
加
型
の
新
し
く
企
画

し
た
「
飛
騨
高
山
ア
ー
ト
キ
ャ
ラ

バ
ン
事
業
“
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
”」

で
あ
り
、
予
想
し
た
成
果
を
得
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
今
後
の

文
化
活
動
に
繋
が
る
手
掛
か
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

迎
え
ま
し
た
令
和
四
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
の
発

生
に
よ
っ
て
、
収
束
す
る
予
測
が

困
難
な
状
況
で
す
が
、「
文
化
芸

術
こ
そ
人
々
の
心
を
豊
か
に
し
、

日
常
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
る
」
こ
と
を
念
頭
に
、
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
し
て
の
事
業
を
展

開
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
推
進
中
の
新
高
山
市
民
文

化
会
館
建
設
計
画
は
、
昨
年
の
高

山
市
へ
の
提
言
に
引
き
続
き
、
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
恒

例
と
な
っ
て
い
る
独
自
の
事
業
は

再
度
検
討
を
重
ね
、
多
く
の
皆
様

が
参
加
で
き
る
内
容
と
し
、
さ
ら

に
そ
の
時
の
話
題
と
課
題
を
活
か

し
て
注
目
さ
れ
る
事
業
を
企
画
し

ま
し
た
。

　

特
に
今
年
二
月
に
直
木
賞
を
受

賞
さ
れ
、
現
在
注
目
の
郷
土
出
身

作
家
、
米
澤
穂
信
氏
を
お
迎
え
し

て
文
化
講
演
会
を
開
催
す
る
ほ

か
、「
広
報
『
高
山
の
文
化
』」
に

連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
岡
目
一
目
」

の
一
〇
〇
回
を
機
会
に
、
続
『
岡

目
一
目
』
を
刊
行
し
併
せ
て
、
関

連
す
る
企
画
展
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
市
民
文
化
会
館
な
ど

の
指
定
管
理
施
設
の
運
営
に
つ
い

て
も
改
善
を
図
り
、
市
民
の
皆
様

に
一
層
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る

よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
山
市
文
化
協
会
の
理
念
で
あ

る
「
市
民
が
文
化
活
動
に
気
軽
に

参
加
で
き
、
文
化
芸
術
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
」
と
い

う
考
え
の
も
と
、
今
年
も
皆
様
と

共
に
郷
土
の
文
化
の
発
展
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
を
し
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

井上靖文学碑（飛騨の里 文学散歩道）
平成2年5月27日、高山市文化協会が建立

碑文は、この碑のために書かれたもの

令
和
四
年
度
に
向
け
て

令
和
四
年
度
に
向
け
て
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高山市文化協会
高山市昭和町１丁目 高山市民文化会館内

文化情報番組「すばらしき文化の和」 ●HitsFM（76.5MHz）水曜AM9：30より放送中

ワンコイン500円で映画を楽しめます
！ワンコインシネマ

プレイガイド 高山市民文化会館

高山市民文化会館 小ホール

ワンコインシネマ共通チケット好評販売中

全席自由 500円（ワンコインシネマ1回券）

土4 9
①午前10時～②午後2時～

（開場各回30分前）

　
　
2019年・95分 英語音声・日本語字幕

（C）2019 SHANGRILA FILMS LLC. 
All Rights Reserved.

ストップモーションアニメの雄、スタジオライカ制作。「神
話と怪獣研究の第一人者」を自称するライオネル卿は、
伝説の生き物を発見して自らの才能を世に示そうと旅に
出る。その途上で、人類の遠い祖先である生きた化石＝
ミッシング・リンクと遭遇したライオネル卿は、種族で唯一
の生き残りだというミッシング・リンクの親族を探すため、
伝説のシャングリラを目指すことになるが…。

ミッシング・リンク
英国紳士と秘密の相棒

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）

新型コロナウイルス感染予防のため、時間変更や中止、延期となる場合があります。体調不良の方は、来場をご遠慮ください。来場の際には、マスクの着用をお願いします。

女声ソプラノの音域をもつ

男性ソプラノ歌手（ソプラニスタ）

岡本知高による

感動のコンサート。
奇跡の歌声を高山で。

高山市民文化会館 大ホール金7 29 夜公演

岡本知高岡本知高
リサイタル2022リサイタル2022

まん延防止等重点措置により2月27日の公演が中止となった

「岡本知高」の再公演が決定しました。

詳細は広報 5 月号で
お知らせします。

http://takayama-bunka.org/
fa/20220409missing.html

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　1，000円
※４歳未満入場不可
※席数減で開催する場合があります

午後3時開演/午後2時15分開場

こくふ交流センター さくらホール土5 28
チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館　こくふ交流センター
ネット受付（特設ページより） 　
http://takayama-bunka.org/fa/20220528gamar.html

〈企画・製作〉ティアスエンド

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　 500円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

午後7時開演/午後6時15分開場

久々野公民館ホール火6 7
チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館
久々野公民館
ネット受付（特設ページより） 　
http://takayama-bunka.org/
fa/20220607togen.html

発売日

窓口一斉発売
午前10時～

（ネット受付午後1時～）

4月16日（土）
〔一般〕　　　　　　　 4，000円
〔メセナメイト会員〕　　　3，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　1，000円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

チケット料金（税込） 全席指定 発売日

5月14日（土）

世界が笑う
が～まるちょばの
スーパースペシャル・
ダイナマイト・
エンターテインメント！

世界中で話題のが～まるちょばが
飛騨高山に参上します。
パントマイムをはるかに超えた
サイレントコメディー、
ストーリー性のある
ライブパフォーマンス
は圧巻です！！

猛烈・炸裂
ドッカン
コメディー！！

GAMARJOBAT ≒ HIRO-PON
マイムアーティスト桂

文
珍

月
亭
遊
方

で
き
た
く
ん

久々野
桃源郷
寄席

チケット好評販売中

人
間
が
造
っ
た

古
い
歴
史
と
文
化
の
町
を
、

自
然
が
造
っ
た

大
山
脈
、小
山
脈
が
取
り
巻
い
て
い
る
。

冬
に
な
る
と

山
脈
と
い
う
山
脈
は
雪
に
覆
わ
れ
、

町
は
隅
々
ま
で
、
飛
騨
の
貌
を
持
ち

優
し
い
人
情
に
鏤
め
ら
れ
る
。

日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

フ
ン
ザ
、
キ
ル
ギ
ッ
ト
と
竝
ぶ

世
界
の
山
の
町
、
高
山
。

登
山
家
の
背
の
美
し
く
見
え
る
、

静
か
な
山
の
町
、
高
山
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
靖



▽
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

高
山
市
文
化
協
会

（
℡
三
四
‐
六
五
五
〇
）

　

昭
和
七
年
四
月
、
母
・
玲
子
は

大
久
保
家
の
三
人
兄
妹
の
末
っ
子

と
し
て
高
山
で
生
を
受
け
ま
し

た
。

　

幼
い
頃
か
ら
父
の
仕
事
関
係

で
、
県
内
を
は
じ
め
三
重
県
、
奈

良
県
な
ど
へ
の
転
校
を
繰
り
返
し

て
い
ま
し
た
が
、
高
校
へ
入
っ
た

頃
に
、
そ
の
父
が
病
気
に
て
他
界

し
、高
山
市
内
へ
と
戻
り
ま
し
た
。

　

斐
太
高
校
に
転
入
し
卒
業
し
た

後
、
高
山
四
谷
洋
裁
学
院
に
入
学

し
、一
年
間
洋
裁
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
斐
太
高
校
の
図
書
室
で

司
書
と
し
て
勤
め
、
数
年
後
、
教

師
で
あ
っ
た
岩
畠
正
泰
と
縁
を
結

び
結
婚
し
ま
し
た
。

岩畠玲子

着物に人生を魅了された母
岩畠玲子

岩畠寿尚

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事

第
14 

回
一
滴
会
書
展

◇
日
時　

四
月
二
十
二
日
（
金
）

　

～
二
十
四
日
（
日
）
午
前
九
時

　

～
午
後
六
時
（
最
終
日
午
後
四

　

時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

79

　

ま
も
な
く
し
て
私
と
弟
が
生
ま

れ
、
し
ば
ら
く
は
専
業
主
婦
と
し

て
家
の
切
り
盛
り
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
蔵
の
中
に
あ
る
古
い
着

物
を
見
な
が
ら
、
胸
の
内
に
着
物

へ
の
思
い
が
少
し
ず
つ
湧
い
て
来

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
折
、
ふ
と
見
た
テ
レ
ビ

Ｃ
М
で
「
装
道
き
も
の
学
院
」
を

知
り
ま
し
た
。
世
の
中
に
は
西
洋

文
化
が
溢
れ
高
度
成
長
期
が
続
い

て
い
た
頃
で
す
。

　

そ
ん
な
時
代
を
感
じ
な
が
ら
、

着
物
の
文
化
を
絶
え
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
た
い
、
そ
れ
は
ま
る
で
何

か
に
導
か
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

三
十
五
歳
と
な
っ
て
お
り
、
嫁

で
あ
り
妻
で
あ
り
母
で
も
あ
る
立

場
、
た
だ
、
そ
の
思
い
は
次
第
に

大
き
く
な
り
、
思
い
切
っ
て
家
族

に
着
付
け
を
習
い
た
い
と
打
ち
明

け
た
よ
う
で
す
。

　

結
果
、
祖
父
や
祖
母
、
父
も
快

く
承
諾
し
て
く
れ
、
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、
祖
父
の
「
算
盤
を
は
じ

く
な
、
着
物
文
化
を
伝
え
る
事
に

心
せ
よ
」
の
一
言
が
基
本
に
あ
る

と
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

上
京
し
「
装
道
き
も
の
学
院
東

京
本
校
」
に
入
学
し
て
か
ら
昼
は

着
付
け
、
夜
は
和
裁
を
学
び
な
が

ら
努
力
し
勉
学
に
励
ん
だ
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
無
事
試
験
に
合
格
で

き
て
資
格
を
取
得
し
、
授
与
式
で

は
代
表
し
て
謝
辞
を
読
ん
だ
そ
う

で
す
。

　

喜
び
高
山
に
帰
り
家
族
の
祝
福

を
受
け
、
昭
和
四
十
四
年
「
岩
畠

玲
子
き
も
の
教
室
」
の
看
板
を
掲

げ
ま
し
た
。
最
初
の
教
室
は
お
寺

を
借
り
た
も
の
だ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
生
徒
さ
ん
も

少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

毎
日
の
家
事
も
こ
な
し
な
が

ら
、
そ
れ
か
ら
は
飛
騨
地
域
を
中

心
に
着
付
け
と
和
裁
・
組
紐
教
室

で
多
く
の
方
に
教
え
な
が
ら
和
装

の
道
を
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
九
年
に
は
「
岩
畠
玲

子
和
装
学
院
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

和
装
と
は
広
い
範
囲
に
渡
る
事

柄
が
多
く
、
日
本
人
の
心
と
も
言

う
べ
き
、
先
人
が
培
っ
た
着
物
を

大
切
に
身
に
着
け
、
礼
儀
作
法
や

細
か
な
心
配
り
を
「
襟
を
正
す
」

の
言
葉
が
表
し
て
い
る
と
言
っ
て

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

高
山
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

は
運
営
副
委
員
長
に
就
き
、
そ
こ

で
若
い
方
へ
の
着
付
け
の
講
師
を

行
っ
た
り
、
伝
統
あ
る
裃
の
着
付

け
に
も
拘
り
、
講
座
を
開
く
な
ど

力
を
注
ぎ
込
み
ま
し
た
。

　

海
外
の
方
に
も
着
物
を
通
し
て

日
本
の
文
化
を
知
っ
て
欲
し
い

と
、
高
山
市
デ
ン
バ
ー
友
好
協
会

の
副
会
長
を
務
め
な
が
ら
、
外
国

人
の
方
へ
の
着
物
体
験
を
は
じ

め
、色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

デ
ン
バ
ー
で
二
回
、
着
物
関
連
の

シ
ョ
ー
も
行
い
ま
し
た
。

　

高
山
市
主
催
の
「
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
」
か
ら
飛
騨
・
高
山
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
で
の
「
飛
騨

高
山
き
も
の
さ
ん
ぽ
」
で
は
歴
史

あ
る
町
並
み
を
着
物
や
裃
で
多
く

の
人
に
散
策
し
て
も
ら
う
夢
を
持

ち
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
に
は
研
鑽
を
積

ん
だ
事
も
認
め
ら
れ
、
岐
阜
県
伝

統
文
化
継
承
顕
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

世界に着物を

県伝統文化継承顕彰を受賞

第46回

飛
騨
文
芸
祭
作
品
募
集

　

令
和
四
年
度
の
飛
騨
文
芸
祭
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

一
、
応
募
資
格

　

飛
騨
地
域
在
住
・
在
勤
・
出
身

の
方

二
、
対
象
作
品

　

昨
年
八
月
十
六
日
か
ら
本
年

八
月
十
五
日
ま
で
に
創
作
ま
た

は
発
表
し
た
作
品
（
既
発
表
作

品
も
可
）

①
小
説
、
戯
曲
（
脚
本
）、
児
童

文
学
等　

原
稿
用
紙
百
枚
以
内　

一
篇

②
随
筆
（
エ
ッ
セ
イ
）
等　

原
稿

用
紙
二
十
枚
以
内　

一
篇

③
評
論　

原
稿
用
紙
五
十
枚
以
内

一
篇

④
現
代
詩　

三
篇

⑤
短
歌
、
俳
句　

十
首
（
句
）

但
し
、高
校
生
以
下
は
五
首
（
句
）

※
規
定
を
不
足
・
超
過
し
た
作
品

は
審
査
対
象
外
と
し
ま
す
。

※
①
～
③
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用

紙
の
枚
数
で
す
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿

の
場
合
は
、
原
稿
用
紙
形
式
で
印

刷
し
て
く
だ
さ
い
。

※
既
発
表
作
品
は
、
印
刷
物
・
コ

ピ
ー
で
の
応
募
も
可
。

※
短
歌
・
俳
句
な
ど
で
は
、
旧
仮

名
・
新
仮
名
の
使
い
分
け
を
明
確

に
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
応
募
方
法

▽
応
募
作
品
に
、
作
品
の
区
分
、

〒
、
住
所
、
氏
名
（
筆
名
）、
電

話
番
号
を
記
入

▽
高
校
生
以
下
の
応
募
者
は
、
学

校
名
と
学
年
を
明
記

四
、
応
募
締
切
、
送
付
先

▽
八
月
十
五
日（
当
日
消
印
有
効
）

▽
郵
送　

〒
五
〇
六
‐
〇
〇
五
三

高
山
市
昭
和
町
一
‐
一
八
八-

一　

高
山
市
文
化
協
会
事
務
局
宛

▽
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
応
募
、
及
び
文
化
会
館
窓
口
へ

の
提
出
も
可

五
、
審
査
、
発
表

▽
選
考
委
員
：
林
格
男
、桐
山
吾
朗
、

大
坪
裕
子
、広
瀬
浩
二
、大
野
鵠
士
、

当
協
会
文
芸
委
員
（
予
定
）

▽
十
月
の
広
報
「
高
山
の
文
化
」

に
て
発
表
し
ま
す
。

六
、
賞

　

文
芸
祭
賞
の
ほ
か
、
各
賞
が
あ

り
ま
す
。（
高
校
生
以
下
は
、
青

竜
大
賞
な
ど
）

七
、
そ
の
他

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
最
新

作『
黒
牢
城
』で
令
和
三
年
に「
第

三
十
二
回
山
田
風
太
郎
賞
」、
令

和
四
年
に「
第
一
六
六
回
直
木
賞
」

を
受
賞
さ
れ
た
米
澤
穂
信
氏
を
お

招
き
し
、
文
化
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

米
澤
氏
は
、
高
山
を
舞
台
と
し

た
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
『
氷
菓
』
で

一
躍
名
を
馳
せ
ま
し
た
。
今
回
の

受
賞
作
『
黒
牢
城
』
も
ミ
ス
テ
リ

ー
作
品
で
、
荒
木
村
重
に
囚
わ
れ

た
黒
田
官
兵
衛
が
、
牢
の
中
で
不

可
解
な
事
件
を
解
決
す
る
と
い
う

作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
協
会
会
員
と
お
連
れ
様
は

優
先
し
て
ご
入
場
い
た
だ
け
ま

す
。
別
途
お
送
り
す
る
申
し
込
み

方
法
に
し
た
が
っ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

一
般
の
方
の
講
演
へ
の
参
加

は
、
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
一
枚
の
は
が
き
で
四

名
ま
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま

す
。
代
表
者
氏
名
と
連
絡
先
電
話

番
号
、同
行
者
氏
名
を
明
記
の
上
、

五
月
十
日
（
火
）
必
着
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
定
員
を
超
え
た
場
合

に
は
、
抽
選
に
よ
り
参
加
者
を
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
日
時　

六
月
二
日
（
木
）　

午

　

後
七
時
開
演
（
午
後
六
時
十
五

　

分
開
場
）

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料
（
指
定
席
、
返
信
は

　

が
き
に
席
を
記
載
）
※
未
就
学

　

児
入
場
不
可

◇
定
員　

未
定

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
、
席
を
開
け
て
開
催

　

和
装
を
通
じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
は
じ
め
色
々
な
行
事
に
積
極
的

に
参
加
を
し
て
い
た
母
を
見
な
が

ら
、
人
と
接
す
る
事
と
着
物
が
好

き
で
、
い
つ
ま
で
も
元
気
な
人
だ

な
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

 

「
岩
畠
玲
子
和
装
学
院
創
立

五
十
周
年
」
の
発
表
会
開
催
を
七

月
に
控
え
た
平
成
二
十
九
年
の
二

月
初
旬
、
母
は
体
調
不
良
を
訴
え
、

精
密
検
査
の
結
果
、
膵
臓
癌
の
末

期
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
凜
と
し
て
い
た
母
は
、

そ
れ
を
知
っ
て
も
、
と
に
か
く
発

表
会
に
向
け
て
講
師
の
方
々
や
生

徒
の
皆
さ
ん
、
協
力
し
て
く
れ
る

人
達
と
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
平
静

を
保
っ
て
い
ま
し
た
。

　

早
け
れ
ば
一
カ
月
と
宣
告
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
母
の
気
力
も
伴

っ
て
か
、
何
と
か
無
事
に
七
月
二

日
を
迎
え
、
皆
様
の
尽
力
の
お
か

げ
で
創
立
五
十
周
年
記
念
発
表
会

を
高
山
文
化
会
館
で
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
三
日
後
の
七
月
五
日
に
、

母
・
岩
畠
玲
子
は
八
十
五
年
の
人

生
を
閉
じ
ま
し
た
。
最
後
の
最
後

ま
で
着
物
に
寄
り
沿
い
、
装
い
の

心
で
襟
を
正
し
た
人
生
で
し
た
。

　

講
師
に
な
ら
れ
た
方
を
始
め
多

く
の
学
院
卒
業
生
の
方
々
や
、
ご

協
力
を
下
さ
っ
た
皆
様
、
今
も
装

い
の
心
を
継
承
し
て
下
さ
っ
て
い

る
事
を
嬉
し
く
思
う
と
共
に
、
岩

畠
玲
子
和
装
学
院
も
そ
の
ま
ま
活

動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

63

往信

5 0 6 0 0 5 3

高
山
市
昭
和
町
１
の
188
の
１

（
何
も
記
入
し
な
い
）

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会 

宛

往信宛名 返信文面

63

返信

代
表
者
住
所

文化講演会参加希望

●代表者氏名
●電話番号
●同行者氏名
　（３名まで）

代
表
者
氏
名

返信宛名 往信文面

講演会応募の往復はがき書き方見本

写真：干川修

　

毎
年
恒
例
の
「
道
伝
え
の
日
茶

会
」
と
同
時
開
催
の
「
飾
り
物
秀

作
展
」
は
、
中
止
い
た
し
ま
す
。

道
伝
え
の
日
茶
会

中
止
の
お
知
ら
せ

各事業担当委員会随時打合わせ

各種文化行事に関する後援

高山近代文学館の調査・研究資料収集

高山市民文化会館・公民館・高山市文化伝承館・
高山市松本家住宅・高山市宮地家住宅・
国府文化ホール（共同受託）

高山市文化協会・ﾒｾﾅﾒｲﾄ会員随時募集

高山市民文化会館・自主事業・文化協会事業案内

自然保護事業の取り組みについて

初心者入門講座の開設継続

月1回程度発行　事業案内・作品募集・
事業報告・団体会員の紹介等
子どもの貧困対策の推進に関する法律に
定める基本理念の推進
特別委員会による調査研究及び提言
市民啓発・募金活動

お月見歌会、芭蕉忌句会

令和3年度決算総会　文化会館

こくふ交流センター・さくらホール

高山市民文化会館大ホール

久々野公民館ホール

高山市民文化会館　芸能・展示

第21回市民歴史散歩

高山市民文化会館大ホール

文学散歩道整備・清掃

高山市民文化会館大ホール

支援事業　櫻山八幡宮、文化会館

丹生川文化ホール

名古屋四季劇場

第46回飛騨文芸祭入賞作品集発行

市民文化芸術鑑賞事業　文化会館小ホール
奥飛騨総合文化センター
ひだホテルプラザ、
第46回飛騨文芸祭入賞者表彰式

市民文化芸術鑑賞事業　文化会館　3階講堂

令和5年度予算総会　櫻山八幡宮参集殿

支援事業　文化会館大ホール

高山市近代文学館　煥章館

高山市近代文学館　煥章館

高山市民文化会館　3階講堂

先進地・施設研修

高山市民文化会館大ホール他

高山市民文化会館大ホール

毎月開催

随時開催

随時開催

随　   時

随　   時

随　   時

通      年

通      年

通      年

通      年

通      年

通      年

通      年

通      年

通      年

随　   時

5月下旬

5月28日

6月2日

6月7日

6月25日・26日

6月中旬

7月29日

8月18日

9月3日

10月下旬～
11月中旬

11月13日

11月24日

12月1日

年6回程度

令和5年
1月1日

1月13日～15日

3月下旬

日時未定

日時未定

日時未定

日時未定

日時未定

日時未定

日時未定

日時未定

理事会・評議員会

三役会

広報・美術・芸能・社会・振興

後援

市長と語る会

国内･国外他都市との文化団体の交流

高山市近代文学館の調査・研究

指定管理受託

高山市文化協会組織強化　　　　　　　　　

ホームページ

自然環境保護事業

初心者入門講座の開設継続

広報発行

私のあしながおじさん事業

新 市民文化会館建設推進運動

高山市文化伝承館「道伝えの日」事業

令和4年定時社員総会

が～まるちょば　
猛烈・炸裂・ドッカンコメディー!!

文化講演会「米澤穂信氏講演会」

桃源郷寄席～文珍参上！上方落語の会

高山文化フォーラム2022

市民歴史散歩

岡本知高リサイタル2022

文学碑掃苔

宮川彬良とＯＥＫによるスクリーンミュージック

たかやま菊花展

爆笑寄席

メセナメイトツアー「劇団四季 キャッツ」

第46回飛騨文藝

ワンコインシネマ

新年市民互礼会、文化功労者顕彰、
飛騨文芸祭入賞者表彰
新春飾り物展　
テーマ：干支「卯」、歌会始「友」

令和5年 定時社員総会

岩田守弘トーク＆ワークショップ

近代文学館企画展

近代文学館講演会

文化協会特別展

会員研修旅行

小学校芸術鑑賞事業

続『岡目一目』発刊

高嶋ちさ子コンサート

令和4年度（一社）高山市文化協会事業計画

月　日 事　業　名 内　容　・　場　所

※この他にもいくつかの事業を予定しています。日程は変更する場合がありますので、ご了承ください。

米澤穂信氏近影

発行元：KADOKAWA

す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。


